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タイトルのTuuliとはフィンランド語で風を意味します。皆様のもとにさわやかな風をお届けしたいと願っています。

第42回至誠ホームのバザーに向けて準備が始まりました。昨年に引き続きフリーマーケッ
トの出店等を企画しています。たくさんのボランティアさんにご協力をお願いいたします。

� 目 的 ：①高齢者福祉事業充実のための資金作り
②地域の方々との交流を図り、至誠ホームの理解を深めていただく
③協力出店、フリーマーケットを中心に至誠ホームを開放し、地域の

皆さまに楽しんでいただく。

� 日 時 ：１０月 ９日（土曜日）9：30～14：30
（その後小さな慰労会を予定しています。）

� 会 場 ： 至誠ホーム けやき広場

� 募集人数： 会場・売り場担当・・・80人ほど
利用者の付添・・・・・60人ほど

※ ボランティアコーナーのカウンターに申込用紙を用意しています。当日のお弁当の手配の
都合上、早めにお申し込みをお願いいたします。
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立秋も過ぎました。立秋とは暦の上で暑さが頂点に達する日だそうです。これからは秋に向
かい厳しい暑さも徐々に緩んできます。ボランティアの皆様がたもホームへお越し下さるのが
さぞや大変だったことだろうと思い、心より感謝いたします。

今、ホームでは夏風邪がはやっています。症状は発熱やのどの痛み、咳などです。予防のた
めには快適な温度で十分な睡眠で疲れをとり、汗をかく分、塩分の入ったスポーツドリンクな
どで水分補給をする、栄養をとるなどが大切です。

ボランティアの皆さんも活動をしていただくときには、手洗いやうがい、マスクを着用する
などで予防をし、あとしばらくの暑さをぜひお元気に乗り切ってください。

バザーに出品する品物の値付けのお手伝いをお願いいたします。

� 日 時 ： 10月5日（火）、6日（水）、7日（木）（但し7日は予備日です。）
１０：００～16：００まで（午前のみ・午後のみでも可）

� 募集人数： 20名程度
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7月23・24日のデイホームの夏祭りには小学生の皆さんや、立川出身のプロの歌手の方、
そしていつもご支援くださっているボランティアさんが大勢お越し下さいました。皆様のお
力添えのおかげで、とても盛大に楽しいお祭りとなりました。有難うございました。

また納涼大会も、80名を超えるボランティアさんのお力をお借りし、無事に終了いたしま
した。ボランティアさんからは、今年は利用者の方と1対1で最後の花火まで楽しめたとの声
をいただきました。本当に長い時間有難うございました。

お弁当を食べる場所の指定がなかったとのご指摘もいただきました。この点は是非次回の
バザーに活かし、事前にお伝えしたいと思います。貴重なご意見をありがとうございました。

そのほかにもお気づきの点がありましたら是非ご遠慮なくボランティアコーナーまでお知
らせください。皆様とより良い行事に育てていきたいと考えています。

デデデデ イイイイ ホホホホ ーーーー ムムムム 夏夏夏夏 祭祭祭祭 りりりり とととと 納納納納 涼涼涼涼 大大大大 会会会会 のののの おおおお 礼礼礼礼

グループリビングハーモニーの職員の高橋陽子さんは、２１年７月に息子さんのひなたさんと一
緒にボランティアをしたいということでボランティアコーナーに来て下さいました。当時は継続的
な活動の最年少ボランティアさんでした。始まりから現在までの様子のお便りをいただきました。
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「おばあちゃんたちに優しくしてあげたい。」と言って息子がボランティアを始めたのが
3歳の夏だった。初日のオリエンテーションで①走らない。②利用者を引っ張らない。③優
しくお話や挨拶をする。④ソファの上で飛び跳ねない。⑤スタッフの話をよく聞く。という
5つの約束をしてフロアへ向かった。

途中休憩をはさみながらゴミ捨てや備品の補充をしたり、車いすを押したり、手をつない
で散歩に行ったり、風船バレーをしたり、おやつを配ったり、「いただきます。」のあいさ
つをしたりといった活動内容だ。

最初のころは活動が終わって1階のいすに座るとそのまま眠ってしまうほど緊張していた。
「やっぱり早すぎたのかなあ。」と思ったが、感想を聞くと、「楽しかった。」「また来た
い。」と言う。「お顔を書いてあげたら喜んでくれてうれしかった。」「風船で遊んでくれ
たのが面白かった。」と答える。

あれから1年が過ぎた。自分の気持ちを前より言葉で表現できるようになってきた。ある
日いつものように自転車の前後に息子たちを乗せて走っていたら、息子が「ひなたは誕生日
が来たら、ずっとパパの後ろに乗るって決めたよ。」と言った。「さみしいこと言うね。」
と答えたら「違うよ。誕生日が来たらひなたお兄ちゃんになって重たくなっちゃうからだよ。
ママは自転車こぐの大変でしょ？」と嬉しいことを言ってくれた。「ひなたはいつもいろん
な人の気持ちになって考えてんだ。そうしたら優しくなれんだよ。」と息子が続けた。

「おばあちゃんたちに優しくしてあげたい。」と言っていた息子は「相手の気持ちになって
考えてみること」で気持ちを形にする答えを見つけたんだね。 （ボランティア 高橋陽
子）

ボボボボ ララララ ンンンン テテテテ ィィィィ アアアア ささささ んんんん かかかか らららら のののの おおおお 便便便便 りりりり

配配配配 食食食食 ボボボボ ララララ ンンンン テテテテ ィィィィ アアアア ささささ んんんん のののの 募募募募 集集集集

立川南地区へのお弁当の配達のお手伝いをお願いいたします。

� 日 時 ： 月・水・金 １６：４５～１７：３０
� 募集人数： 数名 （詳しくはボランティアコーナーまでお問い合わせください）


